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各 GP 値 (Xi) X 0 = 4 X 1 = 3 X 2 = 2 X 3 = 1 X 4 = 0 






そのさい、 の期待値（E（ ））と分散（V（ ））は、Xの分布の形状によらずに期待値（μ）と





ここで、学生が 24 科目（48 単位に対応）を履修した場合には、GPA の期待値は 2.0、分散は
2.0÷ 24≒ 0.833となる。また、学生が 18科目（36単位に対応）を履修した場合には、GPAの期待
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表２：単純な一様分布に従う X
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可能上限いっぱいの 24科目（１科目２単位として 48単位に相当する）を履修し、次の 240人（B











































GPA 得点 (Xi) 4 3 2 1 0 
発生確率 (Pi) 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 
累積境界 0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 
成　績 












GPA 得点 (Xi) 4 3 2 1 0 
発生確率 (Pi) 0.2 0.4 0.2 0.1 0.1 
累積境界 0.0 0.2 0.6 0.8 0.9 
成　績 












GPA 得点 (Xi) 4 3 2 1 0 
発生確率 (Pi) 0.2 0.4 0.2 0.2 0.0 
累積境界 0.0 0.2 0.6 0.8 1.0 
成　績 
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（GPAは 2.611以上）に入るのは、グループ Aから４人、グループ Bから３人、グループ Cから３
人となる。20位以内（GPAは 2.556以上）に入るのは、グループ Aから６人、グループ Bから 11
人、グループ Cから２人となる。30位以内（GPAは 2.500以上）に入るのは、グループ Aから 12
人、グループ Bから 14人、グループ Cから４人となる。従って、30以内に入る学生の比率が最も





上）に入るのは、グループ Aから８人、グループ Bから２人、グループ Cから０人となる。20位以
内（GPAは 2.375以上）に入るのは、グループ Aから 18人、グループ Bから２人、グループ Cか


























4 3 3 
6 11 2 












































ループ１の GPAの場合、 ～ N(2,0.833) ならば、 >2.500となる確率は 4.16%であるが、表６に
示した計算結果によれば、グループ Aから 12人（5%）発生したことがわかる。同様に、GPA>2.5





































0 6 4 10位まで (3.042) 
6 9 5 20位まで (2.944) 

















2 8 0 
9 11 0 
14 16 0 
図２：ケース１の GPAの分布。




































3.067以上）に入るのは、グループ Aから０人、グループ Bから６人、グループ Cから４人となる。
20位以内（GPAは 3.000以上）に入るのは、グループ Aから６人、グループ Bから９人、グループ
Cから５人となる。30位以内（GPAは 2.958以上）に入るのは、グループ Aから７人、グループ B
から 14 人、グループ C から９人となる。なお、理論的に GPA>2.958 となるのは、順に 3.12%、
5.87%、7.04%である。
単位取得数の要件を 36単位まで厳しくすれば、結果は大きく変わる。10位以内（GPAは 3.042以
上）に入るのは、グループ Aから２人、グループ Bから８人、グループ Cから０人となる。20位以
内（GPAは 2.944以上）に入るのは、グループ Aから９人、グループ Bから 11人、グループ Cか
ら０人となる。30位以内（GPAは 2.889以上）に入るのは、グループ Aから 14人、グループ Bか












Aから０人、グループ Bから５人、グループ Cから５人となる。20位以内（GPAは 3.067以上）に
入るのは、グループ A から３人、グループ B から７人、グループ C から６人となる。30 位以内






入るのは、グループ A から３人、グループ B から７人、グループ C から０人となる。20 位以内
（GPAは 3.000以上）に入るのは、グループ Aから６人、グループ Bから 14人、グループ Cから０






















































0 5 5 
3 7 6 
4 11 15 
3 7 0 
6 14 0 
10 20 0 
2.6000 2.606250 0.043333 0.042921 
2.6000 2.607407 0.057778 0.060917 





















Statistical Analysis on Grade Point Average (GPA)
The Relationship between Special Treatment on Excellent
Students and the Number of Registered Classes
Seung-Joon PARK
Abstract
Recently, more and more universities adopt the GPA (Grade Point Average) System, which is
regarded to be strict evaluation system and to motivate students to better choice and learning of sub-
jects. Some educational schemes often accompany the GPA system, such as monetary bonus for excel-
lent (e.g. top 10) students. But we should be careful enough to use the annual or semester’s GPA, a
mere average value, as a criterion for select the best students.  
Our simple statistical analysis has proved: the more the number of registered classes of a group of
students, the smaller the probability that some of them are included in the best 10, 20 or 30 students.
The reason is that the GPA, average of the individual grade point, is distributed as a normal variable,
and the variance becomes smaller and smaller as the number of registered classes increase. Therefore,
in order to give an incentive for excellent students, the GPA system must be backed up by additional
criteria such as minimum standard of credits or number of registered classes, which should be as high as
possible. 
Keywords : GPA, bonus and incentive, number of registered classes, central limit theorem, simulation
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